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講
演
会
な

ど

を
開
催

多
文
化
共
生
、
女
性
の
人
権
な
ど
多
様
性
を
認
め
合
う
社
会
の

実
現
に
向
け
て
、
本
市
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
講
演
会
や
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
し
ま
す
。
皆
さ
ん
も
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
に
参
加
し
て
知
識

を
深
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

多
文
化
共
生

多
文
化
共
生
フ
ォ
ー
ラ
ム

㏌
伊
丹
を
開
催

市
で
は
、
３
千
人
以
上
・
約
５０
の

国
の
外
国
人
が
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

多
様
な
文
化
を
持
つ
人
が
、
互
い

の
違
い
を
認
め
合
い
、
尊
重
し
な
が

ら
共
に
活
躍
で
き
る
多
文
化
共
生
の

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
考
え
る
「
多

文
化
共
生
フ
ォ
ー
ラ
ム
㏌
伊
丹
」
を

開
催
し
ま
す
。詳
し
く
は
次
の
通
り
。

【
日
時
・
場
所
】
１２
月
１２
日
㈰
午

後
１
・
３
時
、
図
書
館
「
こ
と
ば

ぐ
ら蔵
」。【

内
容
】
▽
①
第
１
部
（
午
後
１

時
）
)
基
調
講
演
「
出
会
い
こ
そ
生

き
る
力
」
。
講
師
は
イ
ラ
ン
出
身
の

女
優
サ
ヘ
ル
・
ロ
ー
ズ
さ
ん
（
写
真

①
）。
▽
②
第
２
部
（
午
後
３
時
）
)

講
座
「
『
や
さ
し
い
日
本
語
』
そ
し

て
『
多
文
化
共
生
』
に
つ
い
て
楽
し

く
学
ぼ
う
！
」
。
講
師
は
、
（
公
財
）

箕
面
市
国
際
交
流
協
会
事
務
局
次
長

の
岩
城
あ
す
か
さ
ん
（
写
真
②
）。

【
定
員
】
①
１００
人
②
７０
人
（
両
方

の
申
し
込
み
も
可
）。

【
受
講
料
】
無
料
。

*
１１
月
１
〜
３０
日
に
市
国
際
・
平

和
課
へ
。
応
募
多
数
の
場
合
は
抽

選
。

同
時
開
催
！

多
文
化
共
生
関
連
イ
ベ
ン
ト

１２
月
７
〜
１２
日
、
図
書
館
「
こ
と

ば
蔵
」
で
、
多
文
化
共
生
事
業
「
つ

な
が
る
！
ひ
ろ
が
る
！
み
ん
な
の
文

化
〜
と
も
に
生
き
る
多
文
化
の
ま
ち

〜
」
を
開
催
し
ま
す
。

内
容
（
予
定
）
は
▽
外
国
の
文
化

を
楽
し
く
学
べ
る
パ
ネ
ル
展
▽
外
国

人
と
の
交
流
会
▽
異
文
化
体
験
講
座

―
―
な
ど
。
申
し
込
み
な
ど
詳
し
く

は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
確
認

を
。
無
料
。＊

＊

問
市
国
際
・
平
和
課
!

７８４
・
８
１

４
８
。女女

性性
のの
人人
権権

「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ

イ
ン
」
強
化
週
間

夫
・
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
や

セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
な

ど
、
女
性
を
巡
る
さ
ま
ざ
ま
な
人
権

問
題
に
つ
い
て
、
電
話
相
談
を
受
け

付
け
て
い
ま
す
（
秘
密
厳
守
。
相
談

無
料
）。
詳
し
く
は
次
の
通
り
。

【
日
時
】
１１
月
１２
〜
１８
日
の
午
前

８
時
半
〜
午
後
７
時
（
土
・
日
曜
は

午
前
１０
時
〜
午
後
５
時
）。

【
相
談
電
話
番
号
】
!

０
５
７
０

・
０７０
・
８１０
。

【
相
談
員
】
人
権
擁
護
委
員
や
法

務
局
職
員
。

問
神
戸
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

!

０７８
・
３９２
・
１
８
２
１
。

女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動

１１
月
１２
〜
２５
日
は
、「
女
性
に
対
す

る
暴
力
を
な
く
す
運
動
」期
間
で
す
。

配
偶
者
や
恋
人
、
婚
約
者
な
ど
か

ら
の
暴
力
（
Ｄ
Ｖ
）
は
、
多
く
の
場

合
、
女
性
が
被
害
者
と
な
っ
て
い
ま

す
。
Ｄ
Ｖ
は
決
し
て
許
さ
れ
な
い
重

大
な
人
権
侵
害
で
す
。

【
早
め
の
相
談
を
し
ま
し
ょ
う
】

Ｄ
Ｖ
は
被
害
者
の
心
身
に
重
大
な

ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
、
一
人
で
は
解
決

す
る
の
が
難
し
い
問
題
で
す
。

市
Ｄ
Ｖ
相
談
室
で
は
、
専
門
の
相

談
員
が
対
応
し
ま
す
（
秘
密
厳
守
。

相
談
無
料
）。

問
市
Ｄ
Ｖ
相
談
室
!

７８０
・
４
３
２

７
。

パ
ー
プ
ル
リ
ボ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

★
メ
ッ
セ
ー
ジ
ツ
リ
ー
の
展
示

１１
月
１２
日
〜
１２
月
２５
日
、
男
女
共

同
参
画
セ
ン
タ
ー
こ
こ
い
ろ
で
、
女

性
に
対
す
る
暴
力
根
絶
運
動
の
シ
ン

ボ
ル
で
あ
る
パ
ー
プ
ル
リ
ボ
ン
や
メ

ッ
セ
ー
ジ
で
飾
っ
た
ツ
リ
ー
（
写
真

③
）
を
展
示
し
ま
す
。
１１
月
１２
〜
２５

日
、
同
所
で
パ
ー
プ
ル
リ
ボ
ン
し
お

り
を
配
布
。
無
料
。

★
メ
ッ
セ
ー
ジ
ツ
リ
ー
展
示
用
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
募
集

１１
月
１
〜
２５
日
、
男
女
共
同
参
画

セ
ン
タ
ー
こ
こ
い
ろ
で
、
ツ
リ
ー
に

飾
る
一
言
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
募
集
し
ま

す
。
当
日
直
接
、
会
場
へ
（
同
所
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
可
）。

Ｄ
Ｖ
・
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
防
止
パ
ネ
ル
展

市
は
、
同
運
動
に
あ
わ
せ
、
Ｄ
Ｖ

・
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
防
止
パ
ネ
ル
展
（
写

真
④
）
を
開
催
し
ま
す
。
日
時
・
会

場
は
次
の
通
り
。

▽
１１
月
１２
〜
２５
日
)
男
女
共
同
参

画
セ
ン
タ
ー
こ
こ
い
ろ
、
イ
オ
ン
モ

ー
ル
伊
丹
（
藤
ノ
木
１
）
１
階
の
中

央
展
示
ス
ペ
ー
ス
▽
１２
月
２１
〜
２６
日

)
図
書
館
「
こ
と
ば
蔵
」
１
階
の
ギ

ャ
ラ
リ
ー
。
無
料
。

カ
リ
ヨ
ン
パ
ー
プ
ル
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

１１
月
１２
〜
２５
日
、
同
運
動
の
シ
ン

ボ
ル
カ
ラ
ー
に
ち
な
み
フ
ラ
ン
ド
ル

の
鐘
（
カ
リ
ヨ
ン
）
を
紫
色
に
点
灯

し
ま
す
（
写
真
⑤
）。

＊

＊

問
市
同
和
・
人
権
推
進
課
!

７８４
・

８
１
４
６
。

映
画
か
ら
考
え
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー

１２
月
２０
日
㈪
午
後
６
時
、
男
女
共

同
参
画
セ
ン
タ
ー
こ
こ
い
ろ
で
。

靴
工
場
で
働
く
靴
職
人
の
女
性
た

ち
が
人
生
を
切
り
開
く
ミ
ュ
ー
ジ
カ

ル
映
画
「
ジ
ュ
リ
ー
と
恋
と
靴
工
場
」

（
２
０
１
６
年
。
フ
ラ
ン
ス
。
８４

分
。
字
幕
あ
り
）の
上
映
と
ト
ー
ク
。

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
女
性
と
子
ど
も
の
エ
ン
パ
ワ
メ
ン

ト
関
西
理
事
長
の
田
上
時
子
さ
ん
。

定
員
２０
人
。
無
料
。

*
１１
月
１
日
か
ら
同
所
!

７８１
・
５

５
１
６
へ
。
先
着
順
。

そ
の
他

男
性
セ
ミ
ナ
ー
「
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ

後
悔
し
な
い
人
生
を
送
る
た
め
に
」

１２
月
５
日
㈰
午
後
２
時
、
男
女
共

同
参
画
セ
ン
タ
ー
こ
こ
い
ろ
で
。

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
を
見
据
え
た
こ

れ
か
ら
の
生
き
方
を
、
語
り
合
い
、

考
え
ま
す
。

講
師
は
シ
チ
ズ
ン
シ
ッ
プ
共
育
企

画
代
表
の
川
中
大
輔
さ
ん
。

対
象
・
定
員
は
男
性
２０
人
。
無
料
。

*
１１
月
１
日
か

ら
同
所
!

７８１
・
５

５
１
６
へ
。
先
着

順
。
一
時
保
育
あ

り
。
１
歳
〜
就
学

前
６
人
（
１
人
３００

円
。
要
予
約
）。

パープルリボンは、女性に対する暴力根
絶運動のシンボルマークです。女性に対す
るあらゆる暴力の根絶を広く呼びかけるメ
ッセージが込められています。

１１
月
は
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
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１８９
（
い
ち
は
や
く
）
「
だ
れ
か
」
じ
ゃ
な
く
て
「
あ
な
た
」
か
ら

１１
月
は
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間

で
す
。
児
童
虐
待
は
身
近
に
起
こ
り

得
る
問
題
で
す
。
少
し
で
も
気
に
か

か
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
す
ぐ
に
相
談

機
関
へ
連
絡
を
。

無
関
心
よ
り
お
せ
っ
か
い

小
さ
な
命
を
見
守
る
目
を

全
て
の
子
ど
も
は
「
児
童
の
権
利

に
関
す
る
条
約
」
の
精
神
に
の
っ
と

り
、
適
切
な
教
育
を
受
け
、
健
や
か

な
成
長
・
発
達
や
自
立
が
図
ら
れ
る

こ
と
な
ど
を
保
障
さ
れ
る
権
利
が
あ

り
ま
す
。

子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
に
影
響

を
及
ぼ
す
児
童
虐
待
の
防
止
は
、
社

会
全
体
で
取
り
組
む
べ
き
重
要
な
課

題
で
す
。

本
市
で
も
、
中
心
市
街
地
の
歩
道

橋
に
啓
発
用
横
断
幕
を
掲
示
す
る
な

ど
し
て
児
童
虐
待
防
止
を
呼
び
掛
け

ま
す
。

「
虐
待
か
も
？
」
と
思
っ

た
ら
た
め
ら
わ
ず
連
絡
を

子
ど
も
の
体
に
不
自
然
な
傷
や
あ

ざ
が
あ
る
、
衣
服
が
い
つ
も
汚
れ
て

い
る
な
ど
不
衛
生
、
異
常
な
子
ど
も

の
泣
き
声
や
大
人
の
怒
鳴
り
声
を
よ

く
聞
く
―
―
な
ど
、
気
に
な
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

疑
い
が
間
違
い
だ
っ
た
と
し
て
も

責
任
は
問
わ
れ
ま
せ
ん
。
確
証
が
な

く
て
も
匿
名
で
も
構
い
ま
せ
ん
。

「
虐
待
か
も
」と
思
っ
た
場
合
は
、

左
下
表
の
相
談
機
関
に
連
絡
し
て
く

だ
さ
い
。

体
罰
に
よ
ら
な
い
子
育
て
を

子
ど
も
へ
の
「
し
つ
け
」
な
ど
で

体
罰
は
法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま

す
。体

罰
な
ど
が
繰
り
返
さ
れ
る
と
、

子
ど
も
の
心
身
の
成
長
・
発
達
に
さ

ま
ざ
ま
な
悪
影
響
が
生
じ
る
可
能
性

が
あ
り
、
科
学
的
に
も
明
ら
か
に
な

っ
て
い
ま
す
。

「
し
つ
け
」
と
は
、
子
ど
も
が
自

立
し
た
社
会
生
活
を
送
れ
る
よ
う
に

サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
こ
と
で
す
。

体
罰
で
は
な
く
、
ど
う
す
れ
ば
良

い
の
か
を
言
葉
や
見
本
で
示
す
な

ど
、
本
人
が
理
解
で
き
る
方
法
で
伝

え
て
く
だ
さ
い
。

一
人
で
悩
ま
ず
気
軽
に
相
談
を

子
育
て
中
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み

や
不
安
が
つ
き
も
の
で
す
。

市
は
、
子
育
て
に
関
す
る
相
談
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
。
相
談
に
は
勇

気
が
必
要
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
怒
鳴

っ
た
り
叩
い
た
り
し
て
し
ま
う
こ
と

を
話
す
と
「
虐
待
し
て
い
る
親
」
と

し
て
責
め
ら
れ
な
い
か
と
不
安
に
な

る
人
も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

相
談
で
は
、
相
談
者
の
気
持
ち
に

寄
り
添
い
な
が
ら

そ
れ
ぞ
れ
の
子
ど

も
に
合
っ
た
育
児

を
一
緒
に
考
え
て

い
き
ま
す
。

相
談
の
秘
密
は

守
ら
れ
ま
す
の

で
、
一
人
で
悩
ま

ず
気
軽
に
左
表
の

相
談
機
関
に
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

問
市
こ
ど
も
福

祉
課
!

７８０
・
３
５

１
８
。

虐待通報・相談窓口一覧 【性的虐待】
子どもへの性的行為、性的な
行為を見せる、わいせつな画
像や動画の被写体にするなど

児
童
虐
待
と
は

【身体的虐待】
殴る、蹴る、投げ落とす、激
しく揺さぶる、やけどを負わ
せる、溺れさせるなど

【心理的虐待】
言葉による脅し、無視、きょ
うだい間での差別的扱い、子
どもの目の前で家族に対して
暴力を振るうなど

【ネグレクト】
家に閉じ込める、食事を与え
ない、ひどく不潔にする、車
の中に放置する、重い病気に
なっても病院に連れて行かな
いなど

児童虐待は社会全体で解決すべ
き問題です。オレンジリボンは「子
ども虐待を防止する」というメッ
セージが込められています。

電話番号

!７８０-３５１８
（平日９：００～１７：３０）

!７５６-６６３３
（平日９：００～１７：３０）

!７５９-７７９９

!１８９（通話料無料）

相談機関

市こども福祉課
（市子ども家庭総合支援拠点）

県川西こども家庭センター

児童虐待防止２４時間ホットライン

児童相談所全国共通３桁ダイヤル

①②

④

③

⑤


